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メンバー L：T島 K原  M井 S木 H部 

8：20 ARAIスキー場跡入り口スタート 12；30山頂  13：10 滑り出し 

13：40 登り返し 14：20 滑り出し 14：50 車 

 

爽やかな青空の下、道の駅あらいに集合し、ARAIスキー場跡に向かいました。前回も車を停めた ARAI

スキー場の看板のあるスペースに車を置き、お巡りさんに注意をされないようにさっさと用意をして歩き出

しました。先行者がいるようでトレースはついています。

朝から気温は高く、新雪が降ったばかりですがもう既

に重くなり、日中はかなり暑くなりそうです。 

前回は天気が悪く、標高にして 200メートルくらいしか

登りませんでしたが、今回はピーカン。これから登る

先にも何人か歩いている姿が見え、私達も気合が入

ります。空は蒼く雪は白くコントラストがきれいです。 

しばらくは先行者のトレースを使わせてもらいました。

気温はどんどん上がり、せっかくの新雪のパウダーが

日射の熱のやられていくのがわかります。新雪パウ

ダーの誘惑に負けたのか、林道の途中からドロップし

ているトレースもあります。サラサラ雪で気持ち良さそ

うです。テンションが上がります。 

 

２月２２日（土）   大毛無山 山スキー （個人山行） 
 

 
大渚山 

大毛無山頂上 
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林道の終点までは先行者がいてトレースを使わせてもらいましたが、そこで追い付いてしまい、広大な雪

面を先頭切って歩くことになりました。新雪は 15 センチくらいでラッセルはそんなに大変ではありませんが、

天気が良く日差しは突き刺さり、薄着になっても汗ダクダクです。２月なのに暑さにやられてしまいます。厳

冬期なので水分を少なめにしていて、脱水でばててしまいそうになりました。 

山頂手前は右の肩から斜度の緩そうな所を巻き、稜線沿いに山頂を目指し、12：30登頂。 

視界は 360 度広がり、日本海もすぐ近くに見えます。風はなく暖かい日差しが降り注ぎ、真冬とは思えな

い穏やかさです。山頂でお昼を食べたり写真を撮ったりしてノンビリ過ごし 13：10滑降開始。 

日の当たる面の雪はストップスノーになっていましたが、日の当たってない北面は気持ちのいいパウダー

です！どこまでも滑って行きたい感じです！が、気持ち

のいい斜面はあっという間に終わってしまい、私は登り

返してもう一回滑りたい気分でしたが、登り返すにはい

い斜度があり、そこまで根性のない私は諦めました。下

の方でも日の当たってない所にはサラサラパウダーが

一部ありましたが、ネタネタ雪も多く慎重に選びながら

滑降。途中で 30分くらい登り返し、スキー場のコースを

気持ち良く滑って最後は平坦な道を漕いで車に戻りま

した。 

車に戻ると、案のじょう車に何か注意書きのような紙が

置いてあります。私有地なので許可なく入山しないでく

ださい、キャットのツアーを開催する予定があるのでそ

でに参加してください、とのことでした。  

H部 記 

 

 

 
 

L:;T 島 M 井 S木 

 8：24 駐車場発 - 8：47 尾根取りつき － 9：35 552ｍピーク地点 - 10：24 734ｍ地点 - 11：08 

稜線尾根 

- 12：03 山頂着 - 12：40 滑走開始 - 13：00 594ｍ地点 - 13：54 渡渉地点 - 14：04 駐車場着 

 

前日の大毛無山の後、H部さんを含む４人で道の駅あらいにテント泊、H部さんは用事があるとのことで

朝帰られ、３人で近くの重倉山に登りました。重倉山は籠町南葉山と粟立山の間にある 1029ｍの山です。 

登山口となる西野谷除雪最奥地点に行くと、消防車

と消防の方々が。私たちがどこに登るのか話しかけて

きました。１月の粟立山の雪崩遭難ではここをベースに

大変だったとのことで、今日は気温もあがっているので

くれぐれも気をつけるようにとのこと。わざわざ注意をす

るためにこんな何人もきているわけじゃないよねーと思

いながらも、本当にお世話にならないようにしないとと

思いながら出発しました。 

出発してすぐに重倉川の谷へと入り、橋を渡るとすぐ

に尾根に取付く。林道を横切ったりアップダウンがあっ

たり結構な登りが続きます。昨日へばった私はまだ疲

れを引き摺っていて、最初からスローペース、終始足を

引っ張った。今日は当初雨の予報だったのに、意外にいい天気で、周りの山々が素晴らしい眺め。昨日脱

 

２月２２日(日） 重倉山 山スキー（個人山行） 
 

重倉山頂上 



 

『やまふみ』４月号 

 3 

水で苦しい目に遭ったのに懲りて、今日は薄着にし多めの水を用意、それでも暑かったけどなんとかバテ

ずに済んだ。尾根の右手に広くなだらかな斜面が続き、籠町南葉山に行ったらこれを滑るといいなーと思

ったり。でも今回は重倉山なので、尾根の左側ですが、間に尾根がまだ何本かあるため、下りのルートを

確認には至りません。稜線に着いてから左へ進み 922ｍピークを巻きつつも一旦下ってから、重倉山山頂

へ到達した。稜線が長いので小さい山の割に時間は思ったよりかかったようだ。天気はまだ曇る気配がな

いので、のんびり山頂で過ごし、下りのルートを検討する。地図上ではどこを下っても最後は谷に落ち込

んでいて、適当なルートがない。結局計画どおり 594ｍ台地から尾根をまっすぐ下って二股の橋を当てに

することにする。 

山頂付近南側は崖になっているのだが、お二人は山頂近くの部分からドロップポイントを決め颯爽とド

ロップ、私は少し稜線を戻ったところから難なく回り込んだ。この暖かさで南斜面とあって、雪質はぐさぐさ

重重、ヘタな身にはターンにもの凄く脚力使います。それでも広くて木立が少ない緩斜面とあって、軽快に

滑れる。しかし、問題の 594ｍ台地に着くと、想像以上にその先のルートが怖ろしげな状況で焦りました。

M井さんが先陣を切って出発するとその通った場所が

一気に雪崩れた。重重な雪が谷へと落ちてゆくその迫

力にぞっとする。その急斜面を滑る技量と勇気はない

ので少し緩めな方へ廻ってみるが、結局先ほど雪崩れ

た場所を横断しなければならず、やっぱり自信がない

ので結局元いた場所まで登り返し、T島さんが下りた尾

根の突端の急斜面を慎重に横滑り…横摺り？でなんと

か二人の場所まで下りることができた。登り返しの間、

二人からは私の姿が見えなかったので心配させてしま

い、すみませんでした。その後も細い尾根や割れ目が

あったりして緊張が続く。右俣を渡れた（結局雪で埋ま

っていた）時はホッとしたものの、まだ谷間を通過する

ので安心は出来ず、本当にほっとしたのは今朝取付いた尾根と合流した時だった。 

下山すると粟立山からのトレースが多くあったが、重倉山は私たちだけだった。標高は低いが積雪は多

いこの辺りはまだまだ開拓の余地がありそうだけど、急峻な部分の通過には正しい判断と技量が必要で

すね。二人の足を引っ張ってばかりでしたが、天気に恵まれ楽しい山行でした。そして帰りには海の幸の

お土産もしっかりとね。 

S 木 記 

 

 

 
 

メンバー Ｌ:M井 S木 H部  

6：00 白馬集合 7：30 来馬に車をデポ 8：30 栂池スキー場ゴンドラ  

9：20栂池スキー場林道出発 10：40 天狗の頭到着 10：50 唐松沢滑り出し  

11：50登り返し 14：20横前倉山山頂到着 14：40滑り出し 16：45車デポ場到着 

 

今週もいい天気です。白馬に一旦集合してから来馬に車をデポして栂池に向かいました。前日の降雪で

道路が滑り易く、スタックしたトラックがあったりで少々時間がかかってしまい、栂池のゴンドラはすでに長

蛇の列ができていました。ゴンドラとリフトを乗り継いで林道に着いたのは９時を過ぎていました。 

 

２月２８日(土)  横前倉山 山スキー （個人山行） 
 

594m台地 
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ラッセルをしたくなかったのでゆっくり準備して出発しました

が、気が付いたら先頭になっていて我らがラッセルをしてい

ました。前日は１日中降っていてそれなりの積雪です。日差

しが強く気温が上がり、雪がどんどん重くなっていきます。天

狗原に出ると風に叩かれて雪面は硬くなっていました。ここ

からはしばらく滑りです。針葉樹が疎らに生えた広大な雪原

を気持ち良く滑り、徐々に沢地形に入って行きました。沢に

入ると突然滑れなくなりました。沢には重い雪が溜まり斜度

も緩いので、歩かないと前に進みません。トレースができる

と次の人は快適に滑れます。３人で替わり番こに先頭になっ

て汗だくになって唐松沢を下りました。心配していた滝は埋

まっていて落ちる危険はなかったです。下りで歩くならシールを着けて歩こうということになり、下り切らず

にシール歩行にして、トラバース気味に登り始めました。雪は重く日差しは強く一番暑い時間帯になり谷な

ので風はなく、稜線に出るまでは地獄のような暑さでした。稜線が近づくと、稜線ルートから来たグループ

がささーっと軽やかに目の前を滑って行きました。今日みたいに下りラッセルの日は稜線コースの方が楽

だったのかな？ 

風吹大池で、唐松沢経由の私達のトレースを使って来た若者に抜かされ、彼らは唐松沢を快適に滑って

下りてきたんだろうなぁと思うとちょっと悔しかったですが、暑さとラッセルで疲れている私達には追い抜か

す元気はなく、トボトボと山頂に向かいました。山頂は風もなく視界良好ですが、時間が遅くなっていたの

で先を急ぎます。ドロップポイントに先に着いていた若者たちはなぜかまだドロップしておらず、私達がファ

ーストトラックをいただきました。山頂直下の斜面は崩れて硬い面もありましたが、選べばフカフカの面も

あり、楽しく滑れました。樹林帯に入ってからは雪も柔らかく快適なバーンが続きました。どんどん行ってし

まいたい所で硫黄の臭いがしてきて、そろそろ細尾根分岐に注意しなくてはいけません。少し行き過ぎて

しまいましたが、無事に細尾根に取り付き、落ちそうに

なりながら細尾根を通過し、細尾根が終わった辺りで別

のルートで滑ってきた先行者のトレースが出てきて、そ

のトレースを使って林道を下りました。トレースがなかっ

たら長い下りをラッセルしなくてはならないところでした。

助かりました。そのトレースを辿って行くと、ちょうど車を

デポした所に出ました。日暮れ前ぎりぎりの時間でした。          

H部 記 

 

 

 

 

 

 

 

U木    

登山口 8:31—トーミの頭 010:32－黒斑山 11:13- トーミの頭 11:34 －登山口 13:18  

 

高峰高原への道路は雪がところどころ附いてはいたが積雪は飯縄山に比べて３／１くらいだったので山

の積雪はそれほど多くはないと予想された。登山口のセンターは閉鎖されていたがその奥の駐車場が雪

かきされていて１台だけ一番奥にあった。しかし登山の用意をしている間に次々に車がやってきた。道路

をわたってすぐに登山ポストがあり登山者がアイゼンをつけていたので習ってそこでアイゼンをつけた。そ

してトレスがありスノーシュは必要ないと判断した。I 崎さんの解説で軽アイゼンでなく１０本爪を推奨して

 

２月２８日(土)  黒斑山 （個人山行） 
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登山口から樹林帯にはいる。 

登るにつれて樹林帯の合間に山がみえてきた 

いたので久々に本格アイゼンを装着した。会ったひとからみて

スノーシュ派よりアイゼン派のほうが大勢をしめていた。樹林

を登ってしばらくすると急なくだりになった。スノーシュをつけた

カップルの女性が少し怖がっていた。前日のつけたトレスで硬

くなって屋やスノーシュウではいやらしい。ところで同じ場所で

帰りののぼりでは誰かがシリセードをして階段が崩れていて

なかなか歩き悪い。シリセードをやるならトレースースのない

ところでやってくれればいいのだがここのところを来る人には

そんなことはわからないのだろう。飯縄で会った７５歳の方が

同じことを言っていたのを思い出した。また登りになり樹林帯

をつづら折りに登っていくのでどうも夏道沿いらしい。帰宅後

カシミールの地図をみる尾根に完全沿っていなく若干下をま

きながら登っているようだ。 

途中で雪をかぶった火山噴火のシェルターがあったが雪に埋もれてはいれそうもなかった。ピークに見え

たところにでるとここがトーミの頭かと思ったらここから

樹林帯を出て完全に懸崖の淵を歩く。下をみると急な雪

面が深みに向かって続いており緊張した。 

 この先がトーミの頭らしい。アルパイン気分を味わいつ

つアイゼンを効かせて登っていく。ここはくだりではもっと

緊張した。１５０ｍ滑落した遭難の昔のトラウマがありど

うも雪面のくだりはいやだ。そのまえは平気で滑りおりた

のだが。山の縁をなんとか登りきると大きな緊急避難の

サイレンがあった。今日は浅間山は大丈夫かなと急に

心配になったがそのような火山性微動の兆候は放送さ

れてなかったと言い聞かせた。 今年は焼岳も５０年ぶ

りの登ってみたい。生まれて初めてアルプスは上高地

からの焼岳登山だった。あれから目覚めた

のだが。御嶽が思い出されてどうしょうかと

迷ってしまう。 

緊急サイレンのすぐに黒斑山の頂上だっ

た。５人ほどすでに写真を撮影いていた。 

浅間と反対側に小さな黒斑の看板があっ

たのでなんども抜きつ 抜かれつのカップル

の人に写真を撮ってもらったが帰宅後みた

らなんと自分の顔が大写しになっていて黒

斑山の看板がぜんぜん入って無いのでがっくりきた。頂上からの浅間が圧巻だ。２０代に冬山訓練で１２

月末に浅間を登ったことが思い出された。それと浅間山をみたときにたまたま昨日読んだ 「１００名山の

人 深田久弥」の伝記を思い出して予想していなかった面を知って衝撃を受けた。 まだ１１時だったので

のんびり膝をかばいながら下ったが次々ひきもきらずに登ってくるので こりゃ飯縄をはるかにうわまわる

人気の冬山と初めてしった。彼らはどこに駐車したのだろう。センター前の駐車場はでるときはまんぱいだ

ったのだけれど。皆さんは明日雨予報で今日は快晴なので明日のぶんも登ってきたきがする。駐車場に

きたらまだ車がほとんど残っていた。あ

れれ 私を抜いて登った彼らは蛇骨山

に足をのばしたのだろうか。下りの道

路は雪がほぼ融けていたので安心し

て 帰 路 に つ い た 。                           

U木 記 

火山の緊急サイレン     多数のひとが登っているトーミの頭 

 

頂上からの写真 
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メンバー：T 島  M 井 

行程：白馬6:00→大網集落7:00（車デポ）→7:45大草連集落→大渚山頂上10:00～北斜面滑降～12:00横

川林道→14:00 大網集落 

 

 昨年のこの時期に、このルートを計画したが、視界不良で大渚山を折り返してきた。今年は天気まずま

ずで視界良好。大網の集落に車を 1台デポし、大渚山へ向かう。 

大渚山の雪質は、2月に来た時はとパウダーでラッセルが強いられたが、今回はしまっており、おかげでラ

ッセルすることなく、蛇行登りも少なく、2 時間程度で頂上に着いてしまった。頂上では風は強く、休憩する

間もなく、滑走準備にかかる。さすが北斜面は、まだパウダーが健在であった。気持ちよく斜面を滑るが、

楽しいのはあっという間に終わってしまう。このまますぐに林道にでるのも…ということで、谷間で風がない

ところで一休憩。天気は明日に向かって下り坂ということであった。少しずつ曇が多くなってきた様子。休

憩も終わり、横川林道に向かって谷間を滑りこんでいく。勢いよく滑っていると、林道を通り抜け横川まで

滑り降りてしまった。位置を確認すると、林道は 30ｍ程上にある。シールを貼り登り返す。林道にでても斜

面は平？若干登っている？であり、しばらくシールをつけて歩くこととなった。ある程度のぼったところでシ

ールを剥がす。が、滑るだけの傾斜がなく、半分漕ぎながらの林道滑り？歩き？が 1 時間以上続いた。い

い加減に嫌になってきたところで、再び大休憩。すると雨がポチポチ…と。降られる前に降りたいと思い、

またひたすら漕ぎと滑り交じりで林道を下る。14 時頃にようやく車デポ地に到着し、本日の山行終了。感

想は、北面の気持ちよい滑降より、長い林道歩きの方が印象は強かった。いつもの道の駅小谷で汗を流

し、外に出たところで、雨がポツポツと降り始めていた。 一度は行きたかったルートであったのでとりあえ

ず満足。が、もう行かない？かな。                                     T 島 記 

 

 
  

L::S 谷 Y 本 K 林 H 岡 D 原 M 島 

  

T 谷さんの図らいで、雪山講習が行われる事になり遠見尾根で雪訓となった。 

 この日は天候に恵まれて、白馬五竜が良く見て気持ちのいい１日だった。 私は昨年の雪訓に参加出来

なかった事もあり、参加出来てよかった。が、雪山技術について無知識なのでT谷さんの専門用語や実習

があまり理解出来ず、実習の際、他のメンバーの方に色々と教えてもらい、何とか講習を終える事が出来

た。(足手まといになって、皆さんごめんない) 

 講習は非常に勉強になり、特にピッケル 2 本を使ったロープ

クライミングでの降下方法は本当に勉強になった。 何れは難

易度の高い山に挑戦して見たいと思うので、今後も講習会に

は積極的参加したいと思った１日でした 。     M 島 記 

 

 

今回の雪上訓練は快晴でした。 

最初に、ゲレンデの斜面で雪の上に残った足跡をチェックしな

がら、雪面に靴底を平に置いていく、フラットに歩く練習をしま

した。 

 

３月７日(日) 大渚山～大網 山スキー (個人山行) 

 

 

 

３月１５日(日) 五竜遠見尾根雪上訓練  
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 ロープワークでは、ザックにシングルロープをセットする方法、また、まとめ方、次の行動に素早く移れる

ようにスルング・ビナはきちんと整理して身に付ける事を教わりました。 

遠見尾根の急斜面に降りての実践訓練では、去年の雪訓で指導さ

れた急斜面でのアイゼン装着で、私が覚えていたのは、ザックをピッケ

ルで確保する点だけで、傾斜のキツイ雪面の雪を踏み固めてセカンド

バケツを作る事、当然やるべきセルフビレーまで忘れてしまいました。

ピッケルを雪が柔らかい時は、雪面を踏み固めて確実に固定させる事、

安定した体勢でアイゼンを付ける事に指導されました。 

 また、２人１組に成って雪屁の乗り越えは、ザックに収めたロープを取

り出してセットする所で、要点が呑み込めず、すぐ行動が取れませんで

した。ロープワークを覚えてセットする時間を短くしていきたいと思いま

した。 

 最後に、ピッ

ケルを使った支

点作りでは、講

師の T屋さんが

２本のピッケル

を雪中に埋めて支点を作り懸垂下降して下に降り

てピッケルを回収する方法を教えてくれました。 

見ている時は、理解できたと思ったのですが、実

際１人で最初のセットからやってみると、ちっとした

要点を間違えると回収がうまくいかず苦戦しまし

た。 

天候も良く暖かい中、北アルプスの景色を堪能

しながら楽しい雪上訓練ができました。            H岡 記 

 

 

 

 
   

ＣＬ:K原 K池 K林  U松 

 

行程 8:30 赤倉ゴンドラ 9:00第三リフト終点   9:10登行開始  

11:00 前山山頂 11:10滑降開始  11:30昼食休憩   13:00スキー場着 

 

春分の日翌日の日曜日、赤倉前山から滝沢尾根へ山スキー山行です。午前７時、平青学園集合、赤

倉スキー場へ向かいました。心配された天気の崩れの恐れはほぼなくなり、快晴の春スキー山行日和と

なりそうです。赤倉スキー場ゴンドラ乗り場の駐車場にはすでに多くの車が到着しており、スキーヤーで賑

わっていました。前山方面へのバックカントリー組も何組かいそうです。以前、グーテンタークの会員だっ

た方もいたようです。８時３０分となりゴンドラが運行を開始したので、早速乗車して上に向かいます。ゴン

ドラから第三リフトへまわりトップに降り登行準備をします。目の前にこれから登る斜面が青空の下広がっ

ています。今朝はまだだれもここから入山した気配はない感じです。われわれがきょうのトップのようです。 

シールをつけてさっそく出発です。雪はほどよく締まっており、しばらくは登りやすい感じで、まずはブナ

の疎林の中斜面を快調に登っていきます。３０分ほど登るとブナ林からダケカンバの疎林に代わり、木も

若いものが多いようです。K 原さんから、このあたりは何年かに１回は雪崩が発生して木を倒してしまうの

で若い木が多いとの話がありました。次第に斜面も急になってきます。上部には木のない真っ白な大きな

斜面が見えています。下から見てもけっこう急斜面のように感じます。アイスバーンにはなっていないので、

 

３月２２日(日） 妙高・赤倉前山 山スキー（例会山行） 
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なんとかシールで頑張って登っていきます。その急斜面の途中で私（Y 松）のスキーの金具が斜面の途中

で外れて、不具合が発生し、直してもらったのですが、時間を少々ロスしました。事前調整の必要性を知り

反省です。その後、登行再開し急斜面を突破して前山の稜線に登りつきました。最後は山頂への狭い尾

根上を詰めていきます。目の前には妙高山の大きな姿が間近に見えています。地獄谷の噴煙もよくみえ

ます。前山の山頂は狭いスペースで木もない場所で若干風もあるので、ここから早速滑降を開始すること

にします。少し下ったところにある肩のあたりで昼食休憩することにし、シールを外して滑走準備をします。 

まずは山頂から木のない尾根上の狭い斜面を下っていきます。雪は締まっていますが、アイスバーンで

はなく、そこそこに滑りやすい感じです。しばらく下るとその次は結構広い

急斜面があり、一気に滑り下りました。 

その下に平らな場所があり、そこを休憩ポイントにしました。陽射しもし

っかりあり天気は最高。風もなく昼寝でもしたくなるような優雅な昼食休

憩となりました。しばしの休憩のあと、また滑降開始です。少し下ると林

のなかに入っていきますが、木はまばらで木の間を気持ちよく滑っていき

ます。途中、休憩もとりながら徐々に斜度も緩んでくる樹林帯の中を降り

ていきます。次第にスキー場の音も聞こえるようになってきて、最後に滝

沢が急な地形になってきたところで、沢越えをしてトラバースしながらゲレ

ンデに出ました。 

最後はゲレンデを下って駐車場へ到着し、無事山行は終了しました。

天気にも恵まれ、楽しいスキー山行となりました。     U松記  

 

 

 

 

 

 L :K原  S木 

 オリンピック公園6:50→杉の原スキー場リフト上9:25→2290m稜線11:00→三田原山11:25～12:00→

林道 13:40→ゲレンデ 14:00 

 

初夏並の陽気が続いた後２～３日の降雪。再度気温上昇でどの程度ザラメになっているかが快適滑降の

ポイント。この日も予報は１５°以上。 

 杉の原ゴンドラ乗り場の切符売り場はクローズ! (+_+) 荷物を置き P横売り場まで買いに戻る。(この時

大きなミスをする) 何時も乗る最下部低速ペアリフトは運休。ゴンドラと高速２枚購入。割引の効かない S

木さんは結構な出費だ。ゴンドラを降りる段になってストックが無い!! (＠_＠;) 下に置いてきたようだ。何

たる失態。戻るのは時間・お金・体力のロス。枝で調達しようと第３高速に乗る。 

 自然破壊だが背に腹は代えられない。降りた先で岳樺の枯れ枝と生枝を折って代わりとする。無風でや

や薄雲がかかるが絶好のスキー日和。その割に入山パーティーは少ない。前日のはっきりしたトレースを

辿って沢を横断。雪は締まったザラメで全く潜らない。あれだけ気温上昇があった今シーズンだったにも拘

わらず、雪崩の跡は見られない。 

 １枚バーンに出ると黒姫～高妻乙妻～北アルプスの大展望。やはり乙妻北東面４５０m１枚バーンは魅

力的だ。登るにつれ薄雲も消え正に日本晴れ! 途中１回休憩を取って稜線西に出る。先行パーティ―も山

頂へ向かったようだ。久しぶりに火打を眺めようと稜線を巻く。もう一つのコブを過ぎ、３０m 登って山頂着。

焼・火打を望みながらのんびりとビールで喉を潤す。 

 ゆっくり休んで滑降開始。コブは当然西側を巻く。生細枝ストックはしなってしまい役目を果たさない。枯

れ枝に替えながら下る。そのまま稜線南を滑走して溝東の岳樺バーンに出る。雪はやや湿雪っぽさが残

るものの潜らないザラメ。シュテム多用で快適に下る。散在針葉樹帯を過ごし、最後の２段中急斜面上１５

７０ｍで２度目の休憩を取る。後はトレースを辿って平坦→唐松帯→林道→スキー場へ。今回はそのまま

 

３月２８日(土) 三田原山 山スキー (個人山行) 
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下れないので、高速リフトに乗って杉の原ゾーンに抜け、長いゲレンデをイヤという程滑って P到着。  

 K原記 

 

キタさんの

おまけコーナー 

・チケットは P横で買うべし。今回ゴンドラ乗り場では不可。年寄りは「シニア」指定を忘れずに。 

・山頂へは 2290m稜線鞍部よりコブの南西(左)側を巻く。 

・稜線沿い～山頂は雪庇崩落に注意。今回亀裂の入っている箇所もあった。 

・やはり池の峰ルートより今回の溝東ルートの方がおススメ。 

 

 

 

メンバー I 藤 他 1 名 

 

パートナーと 2 人で南米のマチュピチュ、クスコ、チチカカ湖、ウユニ塩原を回った後、アマゾンの熱帯雨

林を訪ねる旅をした。ペルーまでの往復は買い物などで貯めたマイレージを使って無料の航空券を使用し、

現地での移動、ホテル、ガイドの手配などは、現地の旅行会社にインターネットを使用して格安で手配して

もらった。 

アマゾントレッキングの前に、訪ねたところを簡単に紹介します。ペルーのリマからクスコに飛び、列車と

バスを乗り継いでマチュピチュに入った。マチュピチュは 14世紀、インカ帝国の時代に2600mの尾根に作

られた空中都市。中世に侵略してきたスペイン軍に見つからず破壊を免れ、その後、廃墟となっていたが、

１００年ほど前に発見された。神殿、居住区、段々畑などの跡が山の尾根に整然と残り、当時の文化の高

さがわかる。ここはガイドを使わずに 2人でのんびり遺跡内を散策した。 

マチュピチュからクスコに戻り、市内と郊外のインカの遺跡などを見て回った。クスコは 16 世紀にスペイン

人に征服されるまで、中米からチリまでを支配したインカ帝国の首都。スペイン軍がことごとく破壊し、残っ

たインカの礎石の上に教会や邸宅が建てられ、独特な景観

になっている。クスコからチチカカ湖まで 3000ｍ以上の高地

をバスで移動した。途中、巨石を精密に組み上げたインカの

遺跡を数ヶ所見学する。 

チチカカ湖は 標高3827m、琵琶湖の12倍の広さ、この湖で

水上生活をしている原住民の村（島）を現地のツアーに参加

して訪ねた。トトラという水草の上に、同じ水草を刈って積み

上げて浮島を作り、そこに住まいや学校を作り生活している。

鮮やかな民族衣装を着て、質素だが平和に暮らしている人

達と交流が出来た。チチカカ湖、水上生活の民族 
チチカカ湖から 1 日かけてバスで国境を越えてボリビアのラ

パスに入る。途中、チチカカ湖で陸路が途絶え、バスと乗客

は別々に舟で湖を渡る。道路は標高 3000ｍ以上、最高地点は 4313ｍであった。ラパスで一晩過ごした後、

ウユニ塩原に向う。ウユニへは治安の不安があり飛行機を使用、飛行場を出ると手配しておいたガイドが

ドライバーと出迎えてくれた。ウユニ塩原は標高 3760m、数百万年前にアンデス山脈とともに海底が隆起

し、その後、海水が干上がって長野県ほどの面積の真っ白な平らな塩原（湖）になった。我々が訪ねた数

日前に、幸運にも雨が降り平らな大地が鏡のように光を反射して、天空のような静かな不思議な世界が広

がっていた。島の中央部にある島を訪ねる、ここはかつて海底であったことを示す珊瑚の化石に覆われ、

 

１１月２２日～１２月８日 南米アマゾン・ジャングルトレッキング（個人） 
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沢山の巨大な柱サボテンが天を指差していた。その夜は、壁も柱も床もテーブルもベッドも全て塩のブロッ

クで作られた、塩のホテルに宿泊した。 ウユニ塩原 

 

アマゾンジャングル（熱帯雨林）トレッキング 

 ペルーは日本の 3 倍ほどの国土でアンデス山脈が

そびえるイメージがあるが、北側には国土の 60％を

アマゾンの熱帯雨林が占める。 

リマから北に 2 時間ほどのイキトスの町に飛んだ。イ

キトスはアマゾン流域の中にある人口 42 万人ほどの

都市で、陸路では行くことが出来ない（飛行機か船し

か行くことが出来ない）世界最大の都市といわれる。

飛行場であらかじめ手配しておいた現地ガイドのアル

マンドロが出迎えてくれた。車に乗って町を通り抜け、アマゾン川岸の船着場に行く。町にはホンダやスズ

キ製の三輪タクシーなどが道路を埋めて走っていた。ここから高速艇で 1 時間ほど下ってジャングルの中

のセイバーロッジに到着、ここに 2泊 3日間滞在した。 

この付近のアマゾンは河口から3700km上流にもかかわらず、川幅が1～3km、標高約100m、茶色い水が

流木や水草を浮かべて雄大に流れ、途方もなく広大なアマゾンの一端を見ることが出来た。インターネット

によると、ジャングルでは大きな蚊が群をなして

襲来し衣服の上からも襲うという情報があり、日

本から虫除けを兼ねた雨具と蚊取り線香を持参、

また日本製防虫剤では利かないと言われるので、

現地で最も強力な防虫剤を購入した。また、雨

のジャングルの中を歩くために、ゴム長靴を現地

で購入した。アマゾン川 
初日はロッジ内や近くのジャングルを軽く散歩。

ロッジの周辺にはヤシなど熱帯性の木が茂り、

その下にランやショウガの仲間が鮮やかな花を

つけていた。ジャングルの中は樹齢 400 年という

巨木やシダ、木々に巻き付く蔓植物が鬱蒼とし

た森を作っていた。巨木の下で 
小さなハチドリがホバーリングして花の蜜を吸う、大きなメタリックブル

ーの羽を広げてモルフォチョウが飛ぶ、初めて聞くこの地方特有の蛙

やセミが啼いている。散歩から帰って、高床の建物の中でハンモックに

身をゆだね、じっとりと蒸し暑い熱帯の空気の感触を楽しんだ。 

午後からアルマンドロの案内で高速艇に乗って川を溯った。本流と支

流が合流する流れが淀んだところでボートを止めてイルカ（アマゾンカ

ワイルカ別名ピンクイルカ）が現れるのを待った。しばらく待っていると、

突然 50ｍほど先で鮮やかなピンク色の巨体が水面から飛び上がった。

カメラを向ける間もなく水中に消え、その後、ガイドと船頭が船べりを叩

いたり、口笛などで30分程、イルカを呼んだが、再びその姿を見せるこ

とはなかった。 

その後、ピラニアを釣りに行く。支流に入り、ジャングルの木々が両側

から覆いかぶさるような狭い川の岸に舟を止め、1ｃｍ程の牛肉片を餌

にして釣り糸を垂れると、すぐに当たりがある。初めは餌ばかり取られ

ていたが、合わせの要領が判ると簡単に釣ることが出来た。30 分程で

10匹ほど吊り上げ、鋭い歯に注意して針を外し、大きい数匹を残してリ

リースした。夕食に釣ったピラニアをフライにしてもらって食べたが、固

い小骨が多く食べにくいが、白身で美味しい魚だ。ピラニア 
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 2 日目、ロッジから 30 分程高速艇に乗って原住民の

村を訪ねた。高床の家で草葺の屋根、数家族 20 名ほ

どの村人は、100 年以上前からの変わらぬ生活スタイ

ルで出迎えてくれた。男は藁のような草で作られた腰

蓑、胸当て、帽子、女性は藁で編んだ胸当てと赤い布

の腰巻をつけていた。直径３0ｍ程の暗い小屋の中で、

太鼓や笛でリズムを取り、歓迎の行進をし、終わりに

我々も一緒に 行進した。彼らが鳥やサルを捕らえるた

めに使用する吹き矢の体験をさせてくれた。1，5ｍ程の

筒に 30cm 程の矢を入れて噴出すが、予想以上に遠く

に正確に飛んだ。彼らがペットにしているナマケモノを

借りて抱いたが長く丈夫な爪をしっかりと肩に食い込ま

せて抱きつきスローな動きが愛らしい。原住民の歓迎

式、 ナマケモノを抱いて 
午後、雨の中、ジャングルを歩いた。雨季に入って水没

した林などを見ることが出来た。森の中では 10cm もある

大きなダンゴ虫の仲間、タランチェラ、奇妙な色と姿のカ

エルなどがいた。雨がすさまじい豪雨に変わり、予定の

コースを歩くことが出来ず、水没したトレイスを歩いて引

き返した。ヘビやワニの姿を見ることは無く、ジャガーな

どの大型動物の気配も無かった。大きな蚊が群をなして

人を襲ってくることを恐れたが、幸いにも被害に合うこと

もなく、ロッジでも持参した蚊取り線香を使うこともなかった。 

3 日目、高速艇でアマゾンの本流と支流を遡り、この地域のサルが保護されている島を訪れた。昨日の

雨で川は水かさが増し、茶色に濁った水に水草や流木が多く流れ、舟はこれらを避けてゆっくり進んだ。

サルの保護地に上陸すると、スタッフの呼びかけで、林の中から 5，6 種類、１０匹ほどのホエザルやフサ

オマキサルなどが集まってきた。フサオマキザルは特に人懐っこく、数匹が我々の体に登り、尾を首に巻

きつけて顔をなめ（汗の塩分が欲しいのか？）愛嬌を振りまいていた。中に赤鬼のような顔をしたウアカリ

という、この地域だけに生息する珍しいサルもいた。 

ロッジに戻り、午後から再度ジャングルの中を歩いた。日本の赤ゲラに似たキツツキが枯れた巨木に開

けた穴から頭をのぞかせていた。 

アシカの島へ 

 アマゾンの滞在を終えてイキトスからリマに戻る。帰国

まで 1 日の予備日があったので、現地の旅行会社に頼

んでペルー沿岸のアシカの島へクルージングをした。20

人乗りぐらいのヨットで太平洋の波に 1 時間ほど揺られ

て目的地に到着。島にはおよそ８０００頭というアシカの

大群が岩肌を埋め尽し、すさまじい声で咆哮する野生の

世界を舟の上から眺めた。咆哮とともに魚が腐ったよう

な悪臭が舟まで漂ってきた。アシカの島 

 

 

   I 藤 

http://www.sas.janis.or.jp/~bellfore/ （ペンション情報） 

http://www7b.biglobe.ne.jp/~megamiko/ （世界の山と旅） 
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編 集 後 記 
 

編集委員を壇原さんに引き継いでもらうことになりました。編集委員に１４年近く携わって沢山の会員の

方々とやりとり出来、とっても楽しかったです。ここ数年は原稿も少なく、そういったやりとりもあまりなくなり、

自分も苦し紛れの編集や後記となり失礼しました。変わるやまふみをもっと盛り上げていただけることを願

います。                                                       ／とっこ 

  

この春は、花粉症に苦しむ毎日です。みなさんは大丈夫ですか？さて、今冬は冬のテン泊はなしで終

わるかなあと思っていましたが、先日チャンスが訪れて、五竜岳に行ってきました。小屋のテン場以外でテ

ントを張るのが初めてだったので、トイレづくり、雪のブロックでテントを囲むなど、一つ一つが新鮮で、フム

フムなるほどーおもしろいなー。とても勉強になりました。                      ／だんちゃん 

                               

今年度も引き継ぎやまふみ編集を担当することになりました。ですが、２ヶ月に１回の発行が決

まれば、少しは編集も楽になる？かなと、ちょっと期待しています。そして、新しく頼もしい助っ

人が今年度から編集員にきてくれました。次号を担当しますので、編集しやすいように、皆さんの

ご協力をお願いします。とっこさん、１４年間という長い間本当にご苦労様でした。とっこさんの

編集は、実に細かいところまでレイアウトされていました。正直私は気づいていませんでしたが、

うちの夫は、いつも誉めていましたよ。そんな編集員を失うことは悲しいですが、いくらなんでも

ね…長過ぎました。                               ／てら 


